	教科
	学年
	単元（小単元）・領域

	数学
	１年
	領域：資料の活用

単元：資料の活用（近似値）

	問題についてのコメント（作成した思いや実際に使ってみて思ったことなど）
３学期の期末テストに出題しました。問題文の意味を理解することが難しかったようです。測定値と誤差について、具体的な場面で問い、既習の比例の学習と関連付けてみました。


10　【小布施町立小布施中学校　小林正樹　先生　の問題】
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　生徒会で募金活動を行った。集まったお金のうち，一郎君と次郎君は10円玉の枚数を数えることになった。
　１枚ずつ数えるのは大変なので，10円玉の重さを測り，重さから枚数を求めることにした。

　二人は，１ｇの単位までしか測ることのできないはかりで，測定し、次のような結果を得た。

	
	測定した枚数
	測定値

	一郎
	１枚
	５ｇ

	次郎
	10枚
	４５ｇ


　また、集まった10円玉すべての重さを測ったら２人とも1035ｇと表示された。
(1) 次郎君の求め方について，次の各問いに答えなさい。 
　①　10円玉10枚の測定値を，（整数部分が１けたの小数）×10ｎの形で表しなさい。
　②　10円玉１枚の重さを求めなさい。
　③　10円玉x枚の重さをyｇとして，yをxの式で表しなさい。
　④　次郎君が求めた10円玉の枚数は何枚ですか。
(2) 一郎君が求めた10円玉の枚数と次郎君が求めた枚数には違いが出た。
　　このような違いが出た原因について『誤差』という言葉を使って説明しなさい。
　正答　

























　(1)　①　4.5×10　ｇ


　　 ②　4.5ｇ


　　 ③　y＝4.5x


　　 ④　23枚





(2)　 一郎君が求めた10円玉1枚の重さには誤差があるから、次郎君が求めた1枚の重さを基にした枚数とは違いが出た。











